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研究成果の概要（和文）： 

術後急性期患者に効果的なリラクゼーション介入方法を検討する目的で、健康対象者 34 名お

よび術後急性期患者 20 名に看護師が笑顔と無表情で介入し、対象者のリラクゼーション指標に

差が生じるかどうかを評価した。平均血圧、脈拍数、LF/HF（交感神経活動指標）は笑顔の介入

で低く、唾液α-アミラーゼ活性値は無表情の介入で有意に高くなることを明らかにした。笑顔

の介入は健康対象者と術後急性期患者の循環動態や自律神経系を安定化させ、ストレス緩和に

働くことが示唆された。 

 
研究成果の概要（英文）： 

To examine the effective method of nursing intervention for relaxation in postoperative 

patients, the relaxation parameters were evaluated to the smile and deadpan expressions 

by another nurse's intervention in 34 healthy subjects and 20 postoperative patients. Mean 

blood pressure, pulse rate, and LF/HF ratio (the index of sympathetic nerve activities) were 

decreased by the nursing intervention with expression of smile, and the changes in the 

salivary alpha amylase activity levels were significantly increased by the nursing 

intervention with expression of deadpan. The nursing intervention with expression of smile 

may be effective to stability of the cardiovascular and autonomic nerves system, and 

consequently produce an effect on the stress reduction in both healthy subjects and 

postoperative patients. 
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１．研究開始当初の背景 
術後急性期にある患者は麻酔・手術侵襲に

よる生理機能の変化に加え、心理的にも不安
や緊張を抱えたストレス下にある。生体がス

トレスに曝された時には、神経－内分泌系を
中心とした生体反応により代謝や循環機能
の変化が惹起され、結果として体温・脈拍・
呼吸・血圧・尿量といった生命徴候の変動や
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免疫系など全身に影響を及ぼす。そのため、
術後早期から患者の全身状態の回復に向け
た積極的なリラクゼーション介入が必要と
考える。海外では、術後患者や ICU 入室患者
に対してアロマテラピーを用いた介入を行
い、効果を報告する研究があるものの、日本
では術後急性期というクリティカルな状態
にある患者を対象としたリラクゼーション
の研究や試みはほとんどされておらず、ケア
が確立していない現状がある。 
一方、近年「笑い」の研究が進み、「笑い」

によりがん患者の NK 細胞活性上昇、リウマ
チ患者のコルチゾール値低下、糖尿病患者の
血糖値低下などが実証されている。また、看
護師の笑顔やユーモアにより患者は癒され
るという研究結果から、看護師が繰り返し行
う観察や声を掛けるなどの働きかけそのも
のが患者のリラクゼーションに影響を及ぼ
している可能性がある。術後急性期の患者な
ど重症度の高い患者のストレス緩和やリラ
クゼーションに向け、安全かつ現実的で実践
可能なリラクゼーション介入方法を見出す
ことは急務であり、免疫機能の向上に関係す
る「笑い」をリラクゼーション介入に活かし、
その効果を客観的指標から検証することが
求められる。 

 
２．研究の目的 
 本研究は、術後急性期の患者に対して安全
に行なえる具体的介入方法の提案とその効
果の検証をするため、看護師が笑顔で介入し
た場面と無表情で介入した場面で、対象者の
リラクゼーション指標に差があるかどうか
を調べることが目的である。術後急性期にあ
る患者を対象に客観的指標を用いてリラク
ゼーション効果を立証し、非侵襲的な介入方
法のエビデンスを提唱することは、臨床上お
よび急性期患者を対象にした看護研究を進
める上でも、意義は大きいと考える。 
介入方法の安全性を検証するために、まず

患者モデルとした健康対象者での実験を行
い、その後に術後急性期患者に対して実験を
行った。リラクゼーションの効果指標として、
平均血圧、脈拍数、呼吸数、唾液α－アミラ
ーゼ活性値の変化量（Δ唾液α－アミラーゼ
活性値）、自律神経活動を反映する心拍変動
の低周波成分（Low Frequency; LF）、高周波
成分（High Frequency; HF）の変化を用い、
LF/HF を交感神経活動の指標、HF を副交感神
経活動の指標とした。これらの客観的指標か
ら、看護師の表情と関わり方の違いが患者の
リラクゼーションに貢献するかどうかを明
らかにすることが本研究の目的である。 

 
３．研究の方法 
健康対象者、術後急性期患者とも、看護介

入場面はバイタルサイン測定時とし、同一対

象者に笑顔と無表情の看護師 2名が介入した。
介入の順序は対象者によってランダムとし
た。看護介入として、①笑顔で対象者と目を
合わせ、対象者の笑みを引き出すように関わ
る、②無表情で対象者以外に視線をおき関わ
る、という 2 種類の意図的介入をおこない、
その際に得られた対象者のリラクゼーショ
ン指標の変化を評価した。 
 

(1)健康対象者における患者モデルの作成と
看護介入 
健康対象者には術後侵襲による生体反応

や疼痛等の症状が出現しないため、患者モデ
ルとして模擬静脈点滴を固定し、腹部に低周
波治療器による微弱電流刺激（周波数 1～
2Hz）を施行した。対象者の選定に当たって
は、使用する低周波治療器が管理医療機器で
あり、安全装置の過電流保護および出力零位
置開始保護機能を有していること、万が一、
電流刺激に伴う不快症状や皮膚トラブルが
出現した場合はすぐに実験を中断すること
を十分に説明した。本研究の趣旨を理解し同
意・協力が得られた 34 名（男性 18 名、女性
16名）、平均年齢20.9±0.2歳を対象とした。
実験開始 30分前から唾液α-アミラーゼ活性
の測定値に影響を及ぼす可能性がある飲食、
含嗽、喫煙を避けるよう依頼し、確認後に実
験を開始した。看護介入をおこなう 2名の看
護師はいずれも対象者と面識のない者とし
た。左前腕に模擬静脈点滴固定と腹部に微弱
電流刺激を施行後、仰臥位で自律神経機能計
測システムの指尖容積脈波センサーと呼吸
センサーを装着し、心拍変動の LF と HF の連
続データを得た。機器装着後、ベッド上安静
5 分間→初回の看護介入（笑顔もしくは無表
情）5 分間→看護介入後のベッド上安静 5 分
間→2番目の看護介入（無表情もしくは笑顔）
5 分間→看護介入後のベッド上安静 5 分間の
順でデータ収集を行った。バイタルサインで
ある血圧、脈拍数、呼吸数は、実験開始時（安
静時）と各看護介入時の計 3 回測定し、同 3
時点で専用チップに唾液を採取し、唾液中の
α-アミラーゼ活性値を測定した。 
 
(2) 術後急性期患者に対する看護介入 
術後急性期患者は全身麻酔による術後 1-5

日の時期にあり、自発開眼により視線を合わ
せることが可能な患者を条件とした。術前の
患者に対し、実験が術後急性期に当たる時期
のため、疼痛が増強する可能性があること、
研究協力の煩わしさや緊張などに伴う心理
的負担を感じる可能性があることを説明し
た。本研究の趣旨を理解した上で同意・協力
が得られた術後 4.5 日±0.3 日の患者 20 名
（男性 6名、女性 14 名）、平均年齢 75.5±4.9
歳を対象とした。実験開始前 30分間の飲食、
含嗽、喫煙が無いことを確認後に実験を開始



 

 

した。看護介入をおこなう 2名の看護師は研
究者が担当した。健康対象者同様、仰臥位で
自律神経機能計測システムのセンサーを装
着した後、同じく 25 分間のプロトコールで
実験を行い、血圧、脈拍数、呼吸数、唾液中
のα-アミラーゼ活性値、心拍変動の LF と HF
データを収集した。 
 
(2) データ解析 
バイタルサインは安静時、笑顔介入時、無

表情介入時の 3時点の平均血圧、脈拍数、呼
吸数から mean±S.E.を算出し、安静時と各介
入時の差を多重比較検定で比較した。唾液α
-アミラーゼ活性値は各個人別に安静時と各
看護介入後の値の差を求め、変化量（Δ）と
して mean±S.E.を算出した。看護介入の表情
の違いによる差、および介入の順序による差
はt-testを用いて検定した。心拍変動のLF、
HF から比を求め、LF/HF は交感神経活動、HF
は副交感神経活動を反映する指標とした。安
静時と各介入後 5分間の LF/HF、HF のデータ
は 1 分毎に平均化し、mean±S.E.を求めた。
安静時、笑顔介入後、無表情介入後の差は多
重比較検定を用いた。有意水準はいずれも p
＜0.05 とした。 
 
４．研究成果 
(1)看護介入中の平均血圧、脈拍数、呼吸数
の変化 

 健康対象者の平均血圧と脈拍数は、安静時
に比べ笑顔介入時および無表情介入時で有
意に減少した（p＜0.05）。また無表情介入時
より笑顔介入時で有意に低い値（p＜0.05）
であった。呼吸数は看護介入による有意な差
はみられなかった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
術後急性期患者の平均血圧は、安静時およ

び笑顔介入時に比べ、無表情介入時に有意に
高かった（p＜0.05）。脈拍数は安静時に比べ
両介入時に減少する傾向がみられ、呼吸数は

看護介入による有意な差はなかった。 
健康対象者および術後急性期患者のバイ

タルサインの結果より、笑顔での看護介入に
より対象者の循環動態は安定化することが
示唆される。 
 
(2) 看護介入後のΔ唾液α－アミラーゼ活
性値 
健康対象者のΔ唾液α－アミラーゼ活性

値は、笑顔介入後で低値、無表情介入後で高
値となる傾向を示したが、有意差はみられな
かった。他方、初回介入が笑顔の場合と初回
介入が無表情の場合では、Δ唾液α-アミラ
ーゼ活性値に違いがみられ、看護介入順序に
影響を受けることを明らかにした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 



 

 

術後急性期患者においては、Δ唾液α－ア
ミラーゼ活性値は看護介入の順序に関わら
ず、笑顔介入後で有意に低く（p＜0.05）、無
表情介入後で有意に高い（p＜0.05）結果で
あった。 
 笑顔での看護介入は無表情での介入に比
べ、対象者のΔ唾液α-アミラーゼ活性値を
低下させることから、日々の看護ケアにおい
て笑顔での看護介入の重要性が示唆される。
健康対象者の結果において、Δ唾液α-アミ
ラーゼ活性値が介入順序に影響を受けたこ
とから、同じ看護師の同じ表情による看護介
入であっても介入順序が異なると、対象者の
ストレスやリラクゼーションの閾値が変化
する可能性があると考えられる。 
 
(3) 看護介入中の LF/HF（交感神経活動）、HF
（副交感神経活動）の変化 

 健康対象者の LF/HF は、安静時および無表
情介入後に比べ、笑顔介入後で有意に低かっ
た（p＜0.05）。HF は無表情介入後に比べ笑顔
介入後で高い傾向がみられたものの、統計的
有意差はなかった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
術後急性期患者の LF/HF は、無表情介入後

に比べ、安静時および笑顔介入後で有意に低
かった（p＜0.05）。HF は安静時と無表情介入
後より笑顔介入後に高く、笑顔介入後と無表

情介入後の間で有意な差（p＜0.05）がみら
れた。 
無表情での介入は対象者のリラクゼーシ

ョンをもたらしにくいことが明らかとなり、
看護介入時に看護師が見せる表情は、対象者
の自律神経活動に影響を与えることから、術
後患者に対するリラクゼーション介入に応
用できると考えられる。                                                          
以上のことより、笑顔での看護介入は、バ

イタルサイン測定や観察時にも簡便に活用
できるリラクゼーション介入方法であるこ
とが示唆され、患者への日々の介入方法とし
て、意識的に笑顔を用いるべきと考えられる。
本研究で対象者へのリラクゼーション介入
として用いた方法は、看護師が笑顔でバイタ
ルサインや観察をおこなうという介入を意
図的に実践したのみであり、対象者に関わら
ず頻回におこなえるものである。今回得られ
た客観的データから、笑顔での看護介入は、
術後患者に対して安全かつ日常的に行なえ
る効果的なリラクゼーション介入として期
待できる方法であることが示唆される。 
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